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１．概要（Summary） 

次世代の二次電池用負極材料と期待される Li 金属負

極の実用化への課題として、Li 析出が不均一に起こり、

dendritic な Li 析出形態となることが挙げられる。その対

策として今回、Li 金属電極上にポリマー膜を適用した液

系の電解質を用いたセルにおいて、どの程度の膜厚であ

れば充放電特性に良好な影響を示すかを調査するため、

銅箔上に載せたポリマー膜の断面観察を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

集束イオン/電子ビーム加工観察装置（極表面微量元素

分析機能つき）（日立ハイテク社製/NB-5000） 

インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電

子顕微鏡 （SU8240） 

 

【実験方法】 

表面にポリマー膜被覆を行った Li金属電極を対極・作

用極に用い、電解液へはスルホラン電解液を用いたLi対

称セルを作製し、その充放電試験を行った。それと同成

膜方法で様々な条件で銅箔上に作製したポリマー膜の

膜厚や膜厚均一性を観察し確認するため、下図のポリマ

ー膜の観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

銅箔上に作製条件を変えたポリマー膜を作製して、断

面観察を行った。その断面観察像を Fig. 1に示す。 

  

Fig.1 (left)thick, (right)thin polymer film 

 

左図に関しては、断面を精密ばさみで切断した後に

Pt/Pd スパッタして観察を行い、右図に関しては Ga+にて

ポリマー膜と Cu 箔をエッチングしたものとなっている。結

果、どちらにおいてもポリマー膜が銅箔上に載った様子が

確認され、左図では数 µm程の厚膜、右図では、1 µm以

下ほどの薄膜を作製できていたことが確認された。このオ

ーダー程度の膜厚であれば、充放電特性に良好であるこ

とが示唆された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・ALCA-SPRING (JST) 先端的低炭素化技術開発 - 

次世代蓄電池 

・共同研究者：横浜国立大学 渡邉正義教授 
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